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Ⅰ はじめに

- ユネスコ教育会議の ｢教育と生産労働の相互作用｣に関する勧告をめぐって-

1962年 ｢技術 ･職業教育に関する勧告｣を採択したユネスコ総会は､74年11月再び同じタイト

ルの勧告 ｢技術 ･職業教育に関する改正勧告｣(1)を決議しているOこの勧告 は､その 2で技術 ･

職業教育は ｢普通教育の欠 くことのできない部分｣とし､さらに勧告19で ｢技術学 Technologyと

労働Workの世界への手ほどきは､それなしには普通教育が不完全になるような､その(普通教育)

の本質的構成要素となるべきである｣ と規定 している｡そのこともあって､職業教育はもちろん､

普通教育にも技術 (学 )の教育と労働の教育を導入することが､世界的憤向として進行 しつつある

ようである(2)0

しかし､普通教育に技術 ･労働の教育を位置づけることは､実際にはそう簡単なことでないよう

である｡そこで､各国が教育に技術 ･労働を一層積極的にとりいれるよう(教育 と労働の結合をす

すめるため)､2年 ごとに開かれるユネスコ教育会議は､81年の会議で(a)､ ｢教育 と生産労働の

相互作用に関する各国教育省への第73号勧告｣(4)を決定 し､総会採択を待っている｡その勧告

(莱)の9は､ ｢教育 と生産労働の相互作用のプログラムは､生涯教育の展望の中で､ - ･ 連続

的に計画され､あらゆる関連科 目の中でなされるべきである｣ とい う｡同勧告案によれば､ ｢教育

と生産労働 (の相互作用一補注 )に関して､特別の政策を採 っているのは､ ごくわずかの加盟国に

すぎない｣(5)という｡それは､主に教育の総合技術的概念PolytechnicConceptofEducationを

採用している国(同勧告 20)を意味する｡さらに｢生産労働は､科学的アプローチを強化する手段､

その機会の提供 とみなす人 b々s.､カリキュラムにおける科学､現代技術学､数学､製図の意義を強

調した｣という(同勧告23)0

ところで､教育 と労働の相互作用 (以下 ｢結合｣)や技術の教育に積極的に取 り組んでいるとさ

れるいわゆる総合技術教育の実施諸国､つまり東欧諸国で､それ らはどうなっているのだろうか｡

1960年以来総合技術教育の国際的経験交流の場として開かれている｢国際総合技術ゼ ミナール｣を見

ればその事情がある程度わかる｡この間､第5回ゼミ(ルーマニア)が76年に､第 6回ゼミ(ブル

ガリア)が78年に､第 7回ゼ ミ(ドイツ民主共和国一以下DDR)が81年に､第8回ゼミ(モンゴル)

が84年に､各々開かれている(6)｡この間開かれたゼ ミナールにはソ連､キューバ､ チェコ､ポー

ランド､ハンガリー､DDR､ブルガリア､ルーマニア､モンゴル､ベ トナム等が参加 している｡
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ルーマニアは第 6回以降参加していない｡それにかわって､ベ トナムが参加するようになった｡ こ

の間開かれたゼミナールの2･3の討議課題の中に､いつも ｢結合｣の問題が入っている｡ いわゆ

る総合技術教育の長い経験を持つ東欧諸国でも､ ｢結合｣は容易でないということである｡

ルーマニアなどと違 って､そのゼ ミナールをソ連等の国際主義的援助 ととえるDDR (7)の事情は

どうなのだろうかoそこで本稿は､主 としてDDRの 10年制普通学校 Zehnklassige Allgemeibi.

ldendePolytechnischeOberschuleの 7-10学年の総合技術教授 (技術教科 ･社会主義生産入門こ

ESP､教科 ･技術製図-製図､生徒の生産労働)の80年代はじめの､68年以降実施 されてきたレ

ールプラン(以下68年プラン)の改訂をめぐる論議､ESPおよび製図のプラン案 自体の検討を通

して､ ｢結合｣およびその際の技術教科の役割を考えてみたい(8)0

Ⅱ. レールプラン改訂の背景

1. 68年プランの実施上の問題

普通教育における(総合 )技術教育 と職業訓練における(総合)技術教育の任務分担を明らかに

することによって誕生しえた旧総合技術教授レールプラン(9) は､67年 3月に作成され､68年9月

より漸次実施されてきた｡そして68年プランに見られるDDR技術教育､労働教育の積極的諸側面

について､これまで様々な角度から紹介や評価がなされてきたく10)0

しかし､当のDDRで70年代の後半に68年プランの実践的問題点が自覚されるようになったこ

とに注目しなければならない｡つまり､実施 8年後の76年に､7-10学年の総合技術教授教科課

程審議会でそれまでの経験が抜本的に総括されるのであるが(ll)､この時点で､総合技術教育の指

導者が､ESPと製図における問題点を明確に意識するのである｡重要な問題点は､それ ら2つの教

授の技術的､経済的な知識 ･能力WissenIKbnnenの系統的伝達 という点で､ 見逃す ことのでき

ない生徒知識の欠陥 Wissenslもckenが存在することだという｡例えば､ くさびの作用､材料の塑性､

摩擦､効率､機械のエネルギー転達､回転モメント､三相電流の物理学的基礎などに関する知識､

図面や寸法等に関する標準知識などがそれにあたる(12).そして､知識欠陥の克服のために､知識･

能力教授における反復､応用の機会拡大などに向けた内容 ･方法改革の必要性が提案される(12)0

このように､レールプラン改訂の第 1の背景に､ESP､製図の教授現実や生徒実態に即 した内容､

方法改革の必要性という事実があった｡

2.生産労働体験の重視と職業準備

第 2に､1976年の第 9回SED(ドイツ社会主義統一覚) 大会で ｢わが学校の総合技術的性格の

-個 の明確化 Anspragung,すなわち教授 と生産労働の結合の原理の全般的実現｣ (13)が決定され､
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70年代後半以降､労働教育の強化がめざされる｡DDRでは､労働教育とは一方では労働態度の訓

育､他方では労勘準備を意味するが(14)､その決定以来､生徒生産労働の現場勤労者の労働競争や

技術的 ･経済的改革運動 との結合(前者に関して)と､生徒の生産労働の効果的職業準鹿 (後者に

関して)が強調される.なかで も､10年制普通学校での技術 ･労鰍教育の職業準備 Berufsvorbe･

rdtungは､60年代前半 と同様､なお微妙な問題を現出する0

68年プランは普通技術 ･労働教育の枠内での職業準備という性格をふまえ､7･8学年のESPと

生徒の生産労働の分化 (バリエーション)を工業､農業の2部門に､9110学年のそれを電気､金

属､建設､農業の各部門にとどめた｡ しかし､75/76学年度までに､9･10学年のいわゆる職業準

備的教授は､織物､化学､木材､被服､皮革､農業技術修理が加えられ､合計10部門に分化 され

た(付属資料参照)olO年制学校卒業者の大半の生徒が職業訓練に入るDDRにあって､60年代の

職業訓練改革 (養成職種の統合化 )によって 1957年の972職種､1968年の389職種から(前掲 ･

拙稿f:38)1975年現在の 308にまで減少 し.たく15) とはいえ､この 2つの教育機関のスムーズな接

続関係 とい うことを考えれば､10部門 ぐらいに分化したところで､なお不十分なのか もしれない｡

さりとて､それ以上分化を進行させることは､普通 (総合 )技術教育の性格を歪めかねない｡ この

ディレンマを解決するため､10年制学校の技術 ･労働教育における新たな職業準備方策が､レール

プランの改訂を通 して求められる｡

3.科学技術進歩への対応

今回のプラン改訂の直接的英機は､10年制学校､中でも7-10学年の技術 .労働教育が DDR

でも進行する生産過程の自動化､情報化､科学技術進歩への対応に迫 られたということである｡特

に77▲78年は､ある意味で､DDR技術教育の情報化への重要な転換点になっている｡この点でも､

まず､職業訓練改革の直接的影響が注目される｡前述のように､DI)R職業訓練は､50年代より一

貫して養成職種の改革を進め､68年より､従来の細分化 された諸職種が統合化 されたものと､科学

技術の進歩を取入れた新しい職種 とで構成 される ｢基本職種｣の導入に着手してきた｡その職種統

合化を訓練内容面か ら支える役目をするのが､やはり68年以来の職業理論教授における全職種必

勝の職業基本教科 (電子工学の基礎､計測 ･制御技術-BMSR､.データ処理の基礎､経営学 )の設

置であった｡そしてこの職業基本教科が77/78学年度より改定され､職種グループご とに各教科

の一定時間数の必修化をはかったのである(16)0 68年プランの9学年機械工学の教材 15(制御 ･調

整入門-BMSR技術等)と10学年電気工学の教材4(弱電技術)で､わずかながら職業訓練 と歩調

を合せ､情報化に対応 してきた10年制学校 も､当然新たな改革に迫 られる｡その上に､78年 10月

までにDDRの63年 12月以来のTGL-14591と呼ばれる標準自動化技術が改訂されている(lュ月

i:り実施)(17)｡そして､ついに78年 10月の第 8回教育会議は､新 L/い時代の社会的要請を考慮
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し､生徒の効果的労働 ･職業準備をはか り､科学技術進歩達成に彼 らを積極的に動員するために､

総合技術教授のレールプランの改訂を呼びかけるのである(18)0

帆.80年 プ ラ ン 案 の 構 想お よ び 旧 プ ラ ンとの 相違

1. 作成方針と作成主体

第8回教育会議 (1978.10)で確認された基本事項は ｢新しい社会的要請､教師の長年の経験を

考慮し､彼 らのために､陶冶 ･訓育活動のよりよい条件を可能 にするようなプラン改訂によって生

徒の労働や職業の準備のために､特に科学技術進歩の達成の際の彼 らの積極的役割のためにESPと

製図の効果を向上させる｣ ということであったu9)0

改訂プラン案の作成作業は､ ｢ESP/TZ(製図)の継続発展研究集団｣が行った｡そして､Bladow

教授(TheodorNeubauer教育高等学校､ErfurtMnllhausen)とGermer教授 (DDR教育科学ア

カデミー数学 ･自然科学 .総合技術教授研究所 )が責任者である(20)o 他に､マルチンルター大学､

K.マルクス市技術高等学校､N.Kクループスカヤ技術高等学校､リッセルロッテ ･ヘルマン教育

高等学校､他に経験豊かな学校実践家 も参加した(注 19-S.213)｡教科課程別の作成責任者を明

らかな範囲で記す と､まず､ ｢工業 ･建築業 .農業の生産能率｣ はDr.Harnecke(T.Neubduer教

育高等学校)､ ｢生産の自動化｣はDr.Sclmapp(T.Neubauer教育高等学校 )､ ｢電気工学｣は

Dr.Sachs.(K.マルクス技術高等学校)とDr.Schulz.(教育科学アカデミー)である(21)｡ 製図

は､H.Kummer(T.Neuballer教育高等学校 )の指導による(22)0

2.プラン改訂の基本構想と構造- どう変わるのか -

(1) 改訂の基本的立場

改訂作業は､68プランの重要な内容 (教科課程 Lehrgang･技術学､機械学､電気工学､自動化

技術等 )の10年あまりの実評的経験にもとづいている(23)0

作成にあたって､次の点がふまえられた｡第1に､知識 .能力 Wissen,Kdnnenの堅固性 Soli-

ditat､持続性 Dauerhaftigkeit､応用性の一層の向上をめざすこと｡それは､教材の伝達､定着､

練習､コントロールのために十分の時間が伴える場合に保証されるo第2に､知識 ･能力の目前の､

わか りやすい､実践と結びついた伝達という点での一層の進歩をはかること｡知識 ･能力の定着は､

実践結合的に組織され､労働経験 と結びついて教授の中で取 り組まれるなら､増大するからである｡

第 3に､基礎的､社会的発展過程を配慮するということであるOその立場か ら､プラン案は､応用

範囲の広い知識に集中し,副次的なものを取 り除いている｡テーマの主要な内容は､科学技術進歩

の観点から選ばれ､労働能率､材料 .エネルギーの節約 という視点を重視 したO この視点が各テ一
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マに貫かれるとともに､新教科課程 (｢科学技術進歩｣ )も加えられた (注 23-S.290)｡ これ ら

の基本的立場は､なるほど､改訂の背景 として存在 していた問題点にかみあうものである｡改訂プ

ラン案は､80年 8/9月号の"polytechnischeBildungundErziehung"読 (以下"PB"読 )に掲

載 ･公表 された｡それでは､具体的にどのようなプラン変更が横様 されたのだろうか｡教科別､教

科課程別に､教材単位に即 して検討 してみi:うO

(2) 教科別､教科課程別変更原理 と内容の変更

7学年機械技術学 :その代表的な加工方法 Fertigungsverfahrenについては､工作法の系統性を

教授の中心にお くのでなく､多様な部分､材料､外部成形に注 目し､生産物 Erzeugnisか ら出発 し

ている｡鋳造､旋削､圧延､継手､被覆にせよ､部品 (部分 )､形､材料､工作法の有機的相互依

存を扱 っている(注 23-S.1)0

この教科課程の主要な内容上の変更原理は､ ｢社会主義生産経営の具体的製品か ら出発 した重要

な加工法の知識の転達 ･･･､各方法､方法グループの完全な取扱いが断念 された｣ とい うことで

ある｡｢それによって､教師は､労働対象や経済的物品 との関連で加工法を目前で (直感的にans-

cha山ich)教えることが可能である｡それゆえに､ 日 ･若干の代表的方法で技術学的過程の複合

旦 (総合性 Komplexitat)を前面に捉えたのであるoさらに､技術学的方法の取扱いを材料学的基

礎との相互作用で行 うことにした｣ Oそして､従来の8学年の教材テーマ 10の ｢材料の特性 とそ

の変化｣は削除された(注 19-S.291)a

8学年機械学 :構造的､機能的観点か らの機械の原理的構造､機械の合理的利用を出発にしてい

るOそして､9学年の機械 を8学年で受け入れることは､全 く尚題ではないとの認議で (注 23-S.

2)か ら､ ｢68年プランの機械の構造 と機能に関す る知識の伝達 (旧8学年 )と機械の部分 (旧学

9年)との分離が､(後者を新学 8年に組み込むという方法で一補注 )除去 された｣(注 19-S｡

291)｡ここでも注 目されるのは､7学年技術学 と同様に｢その機械の部分についての完全で系統的

な取扱いが断念 され｣たということである(注 19-S.291)｡

9AIO学年電気工学 :従来は10学年か らであったが､19学年か ら始まる.そして､教材 は電気

技術 ･電子工学の生産過程への応用に集中された(注 19-S.291)｡また､情報電気工学 が新設さ

れ､ディジタル技術､マイクロエレク トロニクスを強力に志向している｡それは､やはり､機械 ･

技術学 と同様､電気技術上の部分要素の物理学的法則の意識的断念によって､電子の機能的考察方

.塗や,<可能になったか らである(注 19-S.291)0

9学年工業 ･建築業 ･農業の科学技術進歩 :発達した社会主義社会建設の際の科学技術の役割 を

明らかにするため､従来の ｢生産の基礎｣にかわって､科学技術の進歩の問題が独 自の教科課程 と

上エ とりあげられた.そのことによって､生徒は､代表的材料 ･エネルギー経済 (生産能率 )の問

題に導入 される(注 19-S.291-292)0
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10学年生産の日射 ヒ:旧 9学年執槻学の教材 15 ｢執械装fiの制御 .地 入門 10時塑⊥旦堕

上､時間上の拡張をはか り､教科課程 として独立させたものであるは 19-S･292)o生産の自動

化は､9･10学年の教材5 ｢情報電気工学の応用｣との密接な関連で､あるいはその予備学力を前

提にして行われる(注 19-S.292)0

複合的課題 :職業訓練のためでなく､普通教育的労働能力のため､知的 ･実践的 ･論理的活動が

訓練される(注 23-S.2)｡各教材のまとめ段階に､相当時間新設された｡技術的活動の基礎的方

法を学び､簡易な技術的課題の解決に応用されるO知的実践的活動は､創造的 ･技術的愚考にとっ

て意義を有する(注 20-S.295)か らである｡

教科製図/7-9学年 :製図教育の基本目標は､技術 ･図学的理解の基礎を教育的に有効な形態で

伝達すること(注 29-S.329)である.編成上の重点は､知識 Wissen面 (総時間数の25% )で

は投影法､寸法記入などであり､能力 K6nnenの面 (同 75% )では読図､スケッチ (見取図)で

ある(注 20-S.329)0

製図における主要な変更は､上述の時間配分に見 られるように､スケッチや読図のための練習活

動に多 くの時間をとったことである｡例えば､8学年の組立図 Zusammenbauzeichnungの読図は

ねじ製図 Gewindedarstellungのところで関連的に触れ られるだけ (削除 )になり､その分ねじ製

図(の練習時間)が拡張されたわけである｡そして､ねじ製図に､六角ね じSechskantschrauben

･六角ナット､ねじ卦 Schraubenschabloneなどが新たに配分きれた (注19-S.292)O

(3) 教授方法の原則

このような教材編成原理および内容変更により､そとで採 られる教授方法がかなりの程度類推で

きる｡改訂教材の教授方法原則は以下のように整理されている｡第 1に技術現象の反復やその基礎

･技術的関連を重視すること､第2に生徒の動機づけ､学習の系統化のために実践 ･生産経験を活

用すること､第 3に確実で応用のきく知識 ･能力の獲得のため､全教材の反復をめざすこと､第 4

に教材の本質的前提である予備能力の (プラン上の)指示に従 うこと､第 5に教授の質向上のため､

プランに義務的に規定された生徒実践活動Schmertatigkeit､を活用すること､である(注 20-S.

295)0

以上のように､改訂案は､68年プランの教材観､教材編成､教授法の根幹に変更を加えようとす

る内容を持っ ものであった｡ このプラン案は､まず多くの学校で実験 された｡プラン案の実験を行

ったのは､ハレ､エルフ)I,ト､ファルケンシュタイン､カールマルクス市､ニーデルザックス ･ベ

ルフェン､ゾルシュテット､ロス トック､グライスパルド､シュトラルズンド､ベルリンコンビナ

ート等.12の総合技術センターであった(注23-S.2)｡ この実験に基き､あるいはそれと平行して､

次に示すようなプラン案の公開一般討議が行われる｡
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Ⅳ.ESP/TZ改訂プラン案の公開討論

- "pB''誌 1980/8.9-1981/7までのKritisch-Konstpuktiv-Schbi)ferischより-

プラン案討議は､"PB"誌 80年8･9月号で､レールプラン執筆者集団が 81年 2月までに同母

の誌上に掲載 された案への批判的kritish､建設的konstruktiv､創造的sche'pferischな意見を同誌

に寄せるようにと呼びかけることをもって開始された (注19-S.289､292)｡生徒の生産労働のプ

ランは発表されず､ESPと製図のそれが公表 された｡また82年 6月号に､7-10学年のプラン改

訂に連動して作成された4-6学年の工作教授の改訂案 も発表 されているが､ これは別に検討し､

ここではESPと製図の議論に集中する｡プラン件成者が呼びかけた討論テーマは､各々の敏和 こ関

するものであるが､全部で36項目にわたっている｡そのうち､次に述べる公開討論でよ くとりあ

げられる論点に関するものを集めて整理してみると､以下のようになる(テーマ番号付記)O

-定の内容に教材過剰の危険が見 られないか ?生徒の能力に適合しているか?(5､6､7､9､

19､20､25､30)､教材 ･配分時間関係のかねあいが心配される教柳 まないか?(6､18､36)

実験的生徒活動の可能性が存在しているか?(12､18､22)､複合活動例は､具体化可能なもの と

して生徒の能力に適合しているであろうか?(10､23)､生徒の実践経験､生産労働経験を授業の

中で生かす可能性があるか?(11､)､基本的､本質的概念を志向しているかどうか ?(26､32)0

公開討論は､81年の3月をもって打ち切 られるが､"PB''誌上に掲載された意見のうち､ 何が

しかの明確な主張､論点を含む議論を抽出し､それらを整理してみよら(24).

1.教材の特殊化 ･専門化 ･過剰要求

意見が最 も集中したのは､教材の要求水準やその一般性についてであるO改訂プラン案が科学技

術進歩の成果を積極的にとりいれているのであるが､現場教師にはあまりにも短絡的と映っている

ようである｡普通技術教育の当該学年生徒への要請水準とすれば､高度すぎ､専門的すぎるという｡

生徒の能力水準や普通技術教育という性格からみて適切でないとの批判を受けた教柳 ま､7学年

暁械技術の4旋削 (注 番号24-N.17.以下N.以下の番号のみ注記)､8学年機械 3-2の単板

ドライクラッチEinscheit治ntrOCkenknpplung(継ぎ手､30)､9学年情報電気工学のうち教材 5-

1のUND回路(32)､5-2の集積回路 (13､18､2317)､10学年電気では 6-1か ら6-3の教

材(21)､特に6-3の三相交流非同期モーター(以下略称DAM､24-3､24-5)､ 自動化の4

-3(工作機の数値制御､2､28､34)､その他9学年電気の複合課題 (検査 ･計測､17) などで

ある｡

教材の特殊化 ･過剰要求は､ESPの特殊職業的準備につながるO例 えば､DAM について､ ｢教

授と実践の結合 という点ばか りでなく､普通教育学校での教授 という性格から考えれば､特殊電気
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コ工学裾粍業準備 を前【如 こ出しす ぎてい るのではないか｣(24-3)と理解 され､集積回路 にっいて

は､ ｢どのようなり押弓工鵜が､このようなマイクロエレクトロニクスに臥卜㌻る労働を要求 している

とい うの7ごろ うかoESl)でその1うな特殊剰 弓工臓に準備すべ きなのか｣(23-7)と心配される｡

総 じて､1°年制学校では､ ｢物理､ESP､職業訓練の巌格な区別が必要であるO 教材 を巌密に規

定 し､本質的な ものを明 らかにせねば､狂従の知識は形式的にとどまる｣(28)と理解 される0

2.基本工作法 ･基本知識の扱いとその定着化

次に､教材の特殊化 ･専門化 の間組 に対応して､基本的知識 ･能力の扱いが問題になるoまず､

注 )取扱いが断念され､ある砧の基本二L作法や基本知識にしわよせされる0時に､技術学の切削,切断法

が旋削の4時間に限定 されたこと(31)､つまり､せん断､中 ぐり (求--ル盤作業 )な どの鹿本粧 し

作法が削除 され､あるいはとりいれ られていない こと(29)､機械要素､の学習が軽視されているこ

と(6､24-1､32)への批判が強い｡また､電気 ･昭子 (回路 )/分野で も､UND L離 缶(19､33)や

回路応用の継怒気 (23-6､28)とい う比戦的高度な ものよりも､l(i列 ･並列回路､L百列 .交流接続

(33)､簡易な相互会話装置 (19)などの基本[那 各を取 り上げるべ きだ とい う意見が強いo

そして､た とえ情報電気工学等の新分野 をとりいれるとして も､物理の基礎知識の重視はもちろ

験的に反復 ･定着させ る活動が求められるわけである(24-5)｡ とはいえ､プラン案 も撞続性のあ

る､F日日の きく基本概念や､その応用.定着のための実験的活動を重視 しているO しか し､プラン

案では､概念 Begriffeなるカテゴリー (プラン上0)基本 となる教材 )が拡張きれすぎているというo

W'()berthtlrによれば､概念 とは基本知議 Grundwissenであ り､その基本知識は本来非常にrilt;的

に少ない ものだとい う｡基本知識を重視するな ら､プランの数多い Begriffeは､ もっと持越すべき

なのである (注 10-S.411)｡

実際､プラン案論議の坤で､教材の星 と質に対する配当時間の少なさ､その配当時間の変更を主

張する意見が非常に多い｡具体的には､7学年機械技術学 1の4時間では企業生産物の実例で企業/E

産を学ぶ ことは不可能である(21)､8学年機械1の ｢!j:.産過掛 こおける人間 ｣を説明する0)に､これ

を含めて4時間は少なすぎ､時間射 百やすべ きであると言われてい る(6)Oその他､ fE技も2の教材

(32)､さらに科学技術進歩の課程全休 にもそのような意見(22-2､23-1､25)が射 出 ノているo こ

れでは､反復 Widerholurlg､練習Ubungによる知識 ･能力の定着Festigurlgのための時閑がないわ

けである(19､22-2)0
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3.教材の具体性 ･科学性 ･論理性

そのように､ある意味で基本よりも特殊な先端技術に目が向いていると見 られる結果､教材の具

体性や系統性､教材配置の順次性などが問題にされる｡

まず､系統性の問題に関して､機械では機械の基本要素を軽視しているので機械の主要グループ

ごとの技術学的方法の系統化が失われているとい う(21)｡ 同じ機械の3-2の重点 ･単板 ドライ継

ぎ手の前に､なぜ固定継 ぎ手 starreKupplungをいれないのか.まず単純バリエーションを入れる

と継 ぎ手の原理がわか りよいのである(4)｡電気でも､9学年でより難解なNAND格子 Gatterが

扱われ 10学年で交流回路が出てくるなど､より低次なものか らより高次なものへ とい う発展性が

見 られない(29)｡ さらに､9学年か ら10学年にかけての情報工学 (5-1か ら5-3の弱電工学)は

10学年の強電工学に先んじて登場 している(24-2)｡ 電気の論理構造からみれば､ ｢まず電流が

流れ､次いでそれが消費 される｣のである(13)｡ 自動化技術 も系統的教授が心配 されるとい う

(22-1)0

さらに､上記のような教材の過剰要求は､その具体性に著 しく欠けるとい うことと結びついてい

る｡教材が具体性に欠け､あまりにも包括的 ･一般的に過ぎるという指摘 もたいへん多い｡機械技術

学 1の農業の生産物製造 (24-7)､同 3の圧延(32)､機械 1(31)､10学年電気 (24-5)､科

学技術進歩 (18､23-1､31､35)などである｡

このうち､課程･科学技術進歩にそのような批判が特に多いことに注目される｡科学技術進歩につ

いては､教科課程 としての独自の教材領域扱いその もの-の疑問がある(21､25)｡ それは ｢情報

化 との関連以外に扱 うことを認めていないが､ この教科課程が適切な教材 として成 り立ちうるのか

どうか疑問である｡本来､科学技術進歩の問題は教授原理であるべ きである｣(25)0

この課程に現場教師のかなりの批判があった関係で､プラン作成責任者 B.Germerは､次のよう

に回答する｡つまり､当課程の主要任務である ｢社会的費用低下のための科学技術進歩の効用は､

わが現代普通教育の構成要素であるべ きであり､ - ･(それを-補注 )完全な知識体系としてで

なく､科学技術進歩の精選 された問題への目前でわかるようなanschaulich取扱い､一般的知識 ･

能力でなく科学技術進歩の効用の実践結合的､具体的提示が必要である｣ と(ll)0

その他､複合課題に対する反対意見 も非常に強か7'た｡プラン作成責任者は ｢生徒はこの教授部

分で､技術課題の解決手段を問題の把握か らその解決の実践的テス トに至るまで完全に遂行 し､そ

の解決を内容的に最高に自主的に得ることが問題になる｡複合課題の解決の際に､生徒はこれまで

に獲得 した知識を様々の教材で複合的､創造的に応用する可能性を持つ｣(注 12-S.446)と説明

する｡しか し､ ｢1つのセンターで3クラス もいっしょに､わずか 1年間で高度の要求を理解させ

られるのか｡毎年 1年間で新しい技術問題 を(発見し-補注 )解決することは､不可能｣である

(32).したがって､ ｢学校での豊富な実践経験に基いた､精密な理解を前提 としなければ､形式主
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義に陥る危険性がある｣(25)というのである｡

4.｢結合｣と教育方法上の問題

最後に､DDRの技術 ･労働教育の根本原則から見たプラン批評にも注目したい｡ まず教育 と労

働の結合の具体的な実現形態であるESPと生徒の生産労働の相互関係について､ その ｢結合｣が実

現していないというoこれは､DDRの 1つの最高の教授原則に関わる重要な指摘である｡7学年

技術学の農業 (25)､周 4の旋削 (13､17･7学年の生産労働で旋盤作業は予定されていない)､電

気 5-2の集積回路や6-3のDAM(24-3､28.それらは､企業で目前で実践的に取 り組める条

件を全く持たない)の場合が､特にそうである｡

｢結合｣および技術教科 (ESP)のありかたについて､ ｢DDRの伝統的な1日4時間サイクルの

教授方式を撤廃すること｡生徒に 1人の同じ教師の授業を4時間も続けて受けさせることは､元釆

要求すべ きではないのではないか｡2時間 リズムで組織することを考えるべきである｣(24-4)と

いうDDRの ｢結合｣形態の根本に関わる見解に､特に注目しておきたい｡ ｢結合｣とは元来､一

方の他方-の接近呼なく､双方の独自性を前提にした相互の接近 ･連絡強化であると理解すれば､

それは､ ｢結合｣における技術教科の役割 ということを考える時､大変重要な意味を含んでいるよ

うに思われる｡

以上が､プラン案に対する公開討論の要点である｡プラン作成者によれば､ これ らの意見は､綿

密に吟味され､新 しく決定されるレールプランに取入れ られることになっていた｡そして､プラン

作成者集団によって再度まとめられた案が 83年 3月に国民教育省で承認される(21)0 80年 プラン

案は､ 1年半の議論や実験的実践を経て､決定プランでどのように姿を変えているのだろうか｡付

属資料でそれらを比較すればわかるように､当初プラン案は教科課程 (教科の下位概念)の名称変

更､教材単位 (教科課程の下位概念 )の多少の時間数の変更､一部指導重点 (教材の下位の項目)

の削除 ･補足 ･唄序がえなど部分的変化が見 られる｡しかし､上記の3:うなプラン改訂の基本原則

基本構想､配当教材単位 ･重点自体に関わる変化は､ほとんど見 られないO従って､次の段階の焦

点はプラン通 りに現場実践が進められるかどうか､教材 とともにセットで改訂され新たに必要にな

った教具開発がどのように進められるかということである｡

†.新 プ ラ ンの 実践 的 展 開 - 教具開発と実践上の問題点 -

1.教具開発の動向

今次改訂で､ESP教授は単に教材の提示に終 らず､その教材の習毎 に必要な教師演示 Lehrerde-

monstrationや生徒活動 Schiuertatigkeitなどが詳細に規定された｡その.うち､生徒実験活動は､
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関越付着的教授 problemhafterUnterrichtにおける生徒の高度の自主的思考活動を期待する立場

から(25)､ 特別に重視されている｡従来か ら､プラン教材 と教具､中でも生徒実験装置 (Schtile-

rexperimentiergerat以下SEG)がセットで提示されているが､プラン改訂に際 して必ずSEC 等

の教具の改良､開発 も伴 うわけである｡

実際､プラン改訂作業の始まった80年に､86年か ら90年までの 5か年の教具整備計画 (Gesam -

tausstattungsplanfiirUnterrichtsmittelderzehnklasslgenallgemeinbildendenpolytechnisI

chenOberschule,Klasse1bis10.Teil1,Tei1201980｡一詳細は別途紹介)が作成されている｡

現在､ちょうど教具開発が整い､改訂プランと合せて現場に提示されているものと思われる｡新 し

い教具 ･実験装置のリス トおよびその指導例は ExperimentieranleitungfarSchGler,ftirLehrer

にホされている｡その資料は現在わが国では入手できそうに もないので､"PB"誌より､わかる簡

蹄でSEGの開発状況を見ておきたい｡

(1) 7-8学年加工方法 ･機械学の組立教具- SEG-Baukasten-

68年プランで使われていた技術学 と機械学の旧SEG(Schnlerexperimentiergerat)Baukasten

バウカステンは､E.Muller･に よれば7学年 で教材 2(鋳造 )と3(圧延 )が､ 8学年で3-

1(伝動機)と3-2(継ぎ手)が各々使用可能であるという(26)｡ そして､新プラン採用によって

新たに生徒実験のために改良の必要 とされているのが､4(旋削)､5(接合 )､6(被覆 )である｡

8学年では､1(機械の機能 ･構造 )､2(原動機によるエネルギー提供 )などである｡その7･8

学年の新たに必要な教具について､すでに 83年 7月に H.ルビナの自主開発教具が紹介 されてい

る(27)Oルビナの自主開発教具は旧プラン下の MechanischeTechnologieStufe1(Fertigungs,

verrahren)のバウカステンのいくつかの部品 と8学年 MechanikStufe3(BauteilYonMas-

chinen)のバウカステンのいくつかの部品を組合せたものである｡このルビナの開発によって､7

学年の3と4､8学年の1､2､3の合計 5つの教材単位､8つの生徒実験が可能になった｡彼の考

案は､いずれ教育的に製造され､上述のDDRの7-10学年の実験指導書 Experimentieranleitunど

(生徒用と教師用 )､さらに86年から90年までの 5か年の教具整備計画に生かされてい くもの

と思われる｡

(2) 9A10学年電気工学/生産の自動化の組立 ･実験教具SEG-Baustein

電気工学系の場合､新たに教科課程 ･生産の自動化や教材単位 ･情報電気工学が独自に位置づけ

られた関係で､親械学習以上に教具の開発が急務であった｡

sEG-Bausteinは､ もともと78年にK.マルクス市総合技術教育センターが考案 したものであ

る(28)0SEG-Bausteinの今回の整備の視点は､第 1に新プランの要求に合わない ものをはずし､

第2に引続き使用可能な ものを継承 し､第 3に使用効果の高い新たな部品 Bausteinを開発すると

いうものである(29)｡このようにして､表 1のような SEGを含 む教具システムが製作された｡BEG
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のうち､ Ⅰとmが旧SEG i:り継承 されたもの､Wが新たに開発されT=ものであるほ 2･指導実例

は､別途紹介する)(29)0

表 1.9･10学年教具システム

16m"nフイ ルム (TF) 教具番号 ト 8
8nlnTフイルム (EF) 〝 9-10

スライド(R) 〝 11-16

音声つきスライド(TR) 〃 17-19

プロジェクターファイル /y 20-28

SEG 〃 29･1-29･38

技術 モデル 〃 3∩-36

表 2. SEGシステムの部品および使用可能性 (*使用,旧番号なしは新部品)

番号 部品名 旧番母 9学年 10学年 番号 部品名 旧番号 9学年 10学年

く1..旧SEGより継承)

29-1 スイッチ(タンブラ 他)

29-2 スイッチ(三梅 )

29-3 スイッチ(直列 )

29-4 スイッチ(双投 )

29-5 キーヤ

29-6 継屯器1

29-7 継花器2

29-8 リモコンスイッチ

29-9 Ⅰ∃14グロー球

29110 抵抗器

29-11 端子破

29-12 光抵抗津

29-13 UNl部品

29-14 仕事繁

く甘.新 しく開発 しTIもの )

29-15 電圧安定器

29-16 74イナリー入力

29-17 レベル 表示群

29-18 限界スイッチ

29-19 分圧計

29-20 UND/NAND

29-21 0DER/NOR

1

q
U

4

5

6

C

1

q
U

5

8

9

0

9

8

1

T
J

T

▲

1

l

1

1

2

2

2

cc

* *

*

*

*
串
*
* *
* *

*

* *

辛

* *

*

*
*

*

*

*
*

*
*

*

*
*
*
*

29-22 npn トランジスター

29-23 BCDディコーダー

29-24 温度制御㌍

29-25 記憶器

29-26 比較器

29-27 モーターバウシュタイン

29-28 NC工作機モデル

くⅧ 旧SEG 三相 屯流 ･非同期モーター )

29-29 固定子(揃 え)

29130 かご形誘導わ

29-31 LagerBChild

29-32 ローレット ナット

29-33 軸

29-34 かご形回転子

29-35 クロースド 導体ループ

29-36 オープン導体ループ

29-37 球Kurge1

29-38 プラスチックバケッ ト

表 1. 表 2の出所.注29.

以上のバウシュタインは､9学年の電気工学の教材 2､3､4や 10学年の教材5､6-1､6-2､

6-3､生産の自動化の3-1､3-2､4-1などの教材単位で目的応じて､.さらにプラン実験指示

に基いて組み立て られる｡その他の教材では､主として SEG以外の教材が使用される｡
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2.ESPの83年プランの実践上の問題点

(1) このような新実験装置はなお教育的に大量生産されておらず､漸次各センターに普及 してい

くと思うが､当面各センターでの自作改良SEG も使いなが ら新プランを実践している.

新プランは､教科製図 (7･8学年)が81年 12月までに国民教育省内で承認 ･決定され 82年 9

月から､7･8学年の ESPが 82年 3月までに決定され 83年 9月より､9･10学年のESPが 83

年 6月までに承認され 84年 9月 (9学年 )および85年 9月(10学年)より､各々実施されている｡

他方､ ｢生徒の生産労働｣は､7･8学年 (工業 ･農業)､9･10学年 (金属､電気 ･電子工業の

み作成 )ともに83年 9月より実施されている｡そのうち､実施後すでに 2年 を越え､一通り該当生

徒への授業経験を有する7･8学年 ESP と製図に限って､実践上の問題点を示しておこう(30)とこれ

は､7･8学年のESP･製図の授業を 66時間以上講義したDDR 全域の教師たちの数度の会議で

確認された問題である｡

(1) 7学年加工技術

a.加工法 と製品 との有機的 ･機能的関連における作用原理がなお重視されていないO旧プランの

(機械 )装置的考察様式が見 られる｡

b. 都市では改善されているが､農村では特に教材 1において､企業生産物から出発せず若干の加

工法が過剰に指導されている｡

(2) 8学年機械学

C. 8学年の機械学で機械の機構を構造 ･機能的に扱 うことに成功せず､なお機械の各部が個別的

に指導されている｡原動機から作業機-のエネルギーの流れが明 らかでないo

d, 教材 2は､原動機の歴史的側面が詳 しく取扱われている結果､原動機を通 して社会発展 と科学

技術発展の関係を説明する可能性をだいなしにしている｡

e. 8学年の中心である教材 3(機械におけるエネルギー伝達 ･18時間)について､多 くの教師

は伝達すべき知識が一面的 と考えているOさらに､3-1の10時間でさえ､時間が足 りないとさ

れている｡

f. 他教科 と統合された予備能力が十分ではないので､知識 ･能力の再生にあまりに も多 くの時間

がさかれている｡

(3) 教科製図

冒.読図､スケッチなどの生徒練習のために 75%もの時間があてられているのに､十分指導 され

ていない｡

h.製図工程Schriftfolgen-Ebhduleがどこでも全 く数えられていない｡

i. それゆえ､義務化 されている簡易構造任務 (決定プランの教材 6､7､8)が十分実施 されてい

ない｡
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ここに指摘されていることは､プラン改訂の根太的目標に関わる問題であったはずである｡しか

し､現実には､必ず しもプラン作成者の意図通 りに実践されていないことがわかるoあるいは､そ

のように実践できないといえるのか もしれないoまた､eや fは､それ以外のように､ある意味で

は教師の教育方法論 (何を重視 して教えるか )を攻めれば改善されるという性質の問題ではなく､

レールプラン自体の物理的､現実的有効性に関する事柄であるo このように､プラン案の討議過程

の中で心配されていたことが実践の中で再び焦点になるとい うことは､多くの実践的見解1,L 定確

定の正しさを含んでいたとい うことを示 しているともいえようO

Ⅵ.まとめ

1･ DDRでは､ ｢結合｣にせよ､生産労働の訓練にせよ､ただ労働体験その ものが教育的に重視

きれるのでな く､教科数育､特に技術教科 との意識的結合がはか られている｡それゆえ､この技術

教科 ･ESPは､常に生産における科学技術上の変化-の具体的対応を迫 られるわけであるoそして､

技術教科のプラン改訂における ｢結合｣の最大の､具体的保証が､教材をだれにもわか りやす く惨

得 させるための教授方法改革であり､教具開発であったO今回の改定において､Anschaulichkeit

(目前性､わか りやすさ､直感性 )とい うことを前面に立てた生徒活動 (観察､試験､組立実験等)

や教師の演示 しehrerdemonstrationが義務的に詳細に規定 された｡合せて､SEG(生徒実験装置)

などの改良 も積極的に取 り組まれ､今後 も継続 されていくものと思われるO1-6学年の総合技術

教授 としての工作教授 Werkunterrichtにおける機械技宿 (1-6学年)や電気技術 (3-6学年)の

技術的組立実験装置 TechnischeBaukasten(Bauka昌ten)の存在 ･改良 とならぴ､上級学年での電

気組立実験装置SEG-Baustein､機械組立実験装置 SEG-Baukastenの存在 ･改良 という事実に

注目される｡

2. しかし､教育 と生産労働の結合 (相互作用 )や科学技術進歩 ･情報工学の生産への採用に応え

ることが普通教育 としての技術教育の国際的傾向であるにせ よ､DDRの今回のプラン改訂過程は､

様々な問題を提起 したといえi:う｡

(1) 生産の自動化や生産能率が独自の課程 として位置づけ られ､また､情報工学がかなり比重を

増す中で､これらが従釆の課程や教材 とどのように関連づけ られるべ きなのか ということが､重要

な問題として浮上してきた.特に､課程や教材の系統性､順次性という教授原理 との関係が問題に

なる｡少な くとも､DDRの今次の改訂は､該当教科の時間数の拡張をしていないので､ 自動化,

情報化､能率化への対応が優先され､そのような教授原則を犠牲にし､既存の｢ためされずみの｣

技術学､機械学､電気工学の教材を圧迫する傾向にある｡いずれ､DDRで､技術学,機械学､ 電

気学､電子工学の基本的知識 ･能力の習得の枠内で､自動化技術やマイクロエレクトロニクスをよ

り適切に位置づけたプランや実践が登場 してくるものと思われる｡
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(2) その 2は ｢結合｣に際 しての技術教科のありかたの問題である｡教科 ･ESPを生徒の生産労

働に近づけることや､その実践結合的教授は､わか りやすい教授の展開を可能にするものであるが､

反面､勤労者の前線での具体的労働､最先端の技術への過度の志向は､生徒の予備能力 (学力 )の

現実や普通教育の性格をふまえない教材の特殊化､一面化､量的および質的過剰をきたす危険性 も

ある｡村井 も指摘 し(8)､前述の議論でも出されているように､生産過程の一般的側面の獲得 をめざ

す教科 ･ESPや製図 と具体的特殊経営での職業準備や労働訓育をめざす生産労働とのずれ(内容上､

時間上 )をどう解決 していくのかが問題になってくる｡今回の改訂は､技術教科の独自性と生産労

働の独自性を前提にして､なおかつ双方の技術 ･工学的観点での統一化を試みていた68年プランに

かな り変更が加えられたように思われるo この点に関して､現在のDDRの ｢結合｣方式､つまり､

58年 ･59年以来の ｢生産教授 目｣方式(毎週 1日4.5時間の校外企業付属センターでの訓練 )に

よるESP教授を絶対的な ものと見ず､その根本的改革 さえ主張する見解があったことに注 目 して

おきたい｡
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救 H ESPそ の 1 (機 械 1二学 系 )

80 咋 収 ▲7T '-R 82fr:tJtt,ii新プラン(83.9.1火鮎 )

7畔的械柁粁7-hfechLInischeTt㌍hnologie 7Lf三的拭技糾一声 7iIibll工技術 (早 )Fertigungstechnik

1. 代JTの促双 4Il I. fL余丁k菟/l三縄允票でのLl:.指物製作 4H i.tL_会主義IJ:窪企選でのtli碓物の則idLL: 4H

伶紫のTTLI紫/Lミ作物 riq拭綿肺上の瓜残 花々のLi,菜 (L=頗物の特吐 Li.従物剣道 我々の企業 fE庵物の魁作

u会主義の完成と企丑の鵬ttr! 企濃プ のt.J樋田:. 2. 糾&=による成形 6H

ラ ン 勤.71占.のtJt)) 2. iJJi'BGiePcnltよる成形 6H 鈍物 とその和地 抄抑i.)によるiJ)物の剰

2. りJ仰Tren‖enrこ,tるhM',, 6H 材料の糾出払とその科目日 割山iLJ刑のitl 佑 金iQ壁JilJ出による銚物の則作 的lYL

分'!.11例 :せ′L,榔 切nlH列:く17-mり 切 り 均拭 し みF'1の出様 抄的qirこよる雑物 と秋物の的陳 吐産におLJる合理的項剖

Jrll)例 :ガス切断 lllLの-脱化 の刊冶 軸物の矧ri=二 糾広の有効性 WJi型加工時の列RE.のT占い刀の必斐性

3. 哩仲山H二Umr()rmenによる収形 6日 朋代り:177f1こおけるfi卿rJ糾追抜 3. Ef三延による成形 4H

LE力lPll例 :TF.吐JNA_E二 llミWI城形 iJ Iつ .1. Err.:延 WLILzenによる成形 4H 圧延取払とその特性 旺延魁品の別作

功名りu桁例 '.引き壬)(-さ加工 11Lの一枚 TE廷割方.',とそのきu'Fの帆挫 TこてLt:延の -細のt7-IL,と圧延材の朋係 qI座にお

化 即の一一純のロールとlti妊Hの鵬紘 Eu代 けるnFZ!lr.)哩Fi三加工

4. 17iurウUrrormenによる城形 4H ′LiJ,lhにおける型作肋工法 4. 鮫肌にiる成形 4H

幼l!j 愈kJl扮｣ミブレス U.)..の一般化 4. 触rHDreher1ほよる城形 4H 旋削部分とその持推 旋削部分の利1'F:

5. ノiJLJ-枇FUBeschichtcn 2H 地肌,%J/lとその払出のlーiH!J バイトと到 バイトと材料の側路 f_暮!掛 こおけるへPLL

旅泣入flF】 旅法例 その-般化 .肌の凶臨 規IM-'_庵における切削は 的切削法

6, 眺>'事FGgenltJ:る成形 4Il5. 洗分のほ缶Verbindungによる出品.裳 5. は缶による執Pr,.槻械 一愉zB物の製作 4H

くさびは合 はねは代 り村は缶例 : 『Lt.杓椛の魁rド 4H ほ缶の必要牲 ボルト(ネジ)締めlこJ:

桁は 架tぎ手の一般化 ほ介の必要Vr: ポJL,ト(ネジ)締めによ る接合 幽掛 こよる接合 生産における

7. lJHコ二L/J-淡の柁粥昨 4H ろ持た 船姥による陣台 合ekFLbによる 合即的接合

加⊥法U)選択 加tl:法の系純化 搾介Ftirf;enの絶叫Sf.'.lL 6. 枚馴 こよる防食 4H

:lr3日H 6. 披KEBe6ChichtenによるyJJ食 4u 防食の必蛮性 披改lこよる朝食のは少

被村の必頚椎 伴花6袋としての材Fl旅装 メッキ旅装 純琵rこおける合雌的被や

にJ:る弼ltのaR少 メッキ暁泣 純血の 7. 加工方法の台Ⅰ馴付利川 4H

柁折的砧川 h工方法の遇択 .組合わせの灸件

7; LRl⊥方法のiV f!的FLJH 4H冬は.の批分の制作の方法のhl合わせ DE)二r_方法の合LID的llJ川 計30H 計30H

8咋約他は打i苧 8咋関城技術 (学 )

8. 的城のt.Yi出 .肘Jt t2tl 1. 相 成のlJ渦 と1.q出 4H 1. 的蛾の剛泊とは造 4H

作Yl的o)FL;(FrHlQ3'B他 作T3的■a(オ; lrlL.仙 /I-:作過FI!.の拘帖の矧拒 拘川の川必 剛 城の技ifj学的過Fi!_ 軌城の飽fJWl.Jf.q造

紗扮滋 L,<lrb的'E,きよ… ;td)恥(千)辞Xi /一三m過PI!における同紙と人lu 科学技術 摘旺牡産性格械の利川

的姥のJJ)I.I,11 約は41JJHによる'7才掛lLTpt桝と 2. ER帽のII;ミ佃鰍 iLJ 4H 原曲段の発展 原動段の権柄的剖川

U)ー川1二 f別項ーu3りる糊伽的u)は如 柿Rlr)'&.捕 3. 印加鞄から作実損へのエネJL,ギーLiiiB18Jl

9. 内川の拙川と牛1j出川純 12H JI;(軸内のl析LJlrr.)y丘鵬 JMUl;t刺駒の利川 3-l Li:軸餓 (lOH)

企.YTto)技肘芦的iBF'JllのJJJ析 l>泣出h;iPF!(こ 抑城 伝軸内の柴ー′ト tL朔的 による向較

よる柏的学rr.]過rjo)別紙 技i肘;W.JiBflf! 3. 開城のエネルギーL-;iB 16H モメントの変化 多段階切 り換九平由

での開城の適合 か,T3nLIJ!化のrI師とlr: 3-l LLミdlu矧 とよる関城エネルギーの礼t送 lL( k卿鰍 こおける軸と軸受

功 一L会上武とFt,1:｣三式 におり7L)純分オ と変換 (10H) 3-2 ti-{iB隅としての軸継手 (6H)

-トメ化 '/'i:令オートメ化の帆l'lJ h脚力旅と作異例の伝ii;拘川としての伝 他紙=7-の鮒氾 軸鴫のin柑紙合例とし

lO.4lJf.JI特作とその食化 6H ･JIJJ的 軸(シ十フト)ltよるエオルギー ての円&-桃宇 佐意向較故切 り換 え

ir相対 Fl概観 鉄鋼u)剛 .W.JfSn: Y.J熱 広重 LZ;軸内の相の送りと支えのため 仙札も手例としての伸嫉円板クラッチ

(炊き入れ)Glilhcll 恥IL:HnrLcn HH o)仙留り 即戒に15りるエネルギーの 伸指円板机手の掛けはず し故旧

利川の技術 綿折的過糾IGtLTP rJtの川 脚 t ui軸掛 崩の矧は帆 L'd 3-3 伝dib約の発鵬師向 く2H)

j'出熱/)1 年11.I"I,oIJ刷伸FEM三の柁抗(I)ajS 鮒戊の水化1J.lEUミji:L剛 ,q
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削りfl制作O-}]こめのHL芦の応JI)

9咋鞄械学

Il.轍 と (支持艶分 としての )軸受け 4H

榔 軸受け 軸受け材料 支持力錘諺の

ための僻村fL計打 軸 ･軸受けの交換

flJ維tlt,の1こめの悼ZtE.化の旅所的志並

軸受け外面 軸つ きの佃島fL榊の スケ ッ

チ

12,軸 と鞄はエ ネルギ-の恥法難分 としての

射たぎ手 6H

軸継手 JJと形か らみlこ射t手の栢迎

触恥手の持邸化の経折的意義 勧鵜の ピ

ン継手のスケ ッチ

13.迎劫の変換細分 としての伝刺的 6日

他日LlAhyi クランク伝如 ベル 卜伝duI

伝動のtfl昨化の粍折的意義 鵬IIL'のス

ケ ッチ

lLl.就分の系排的関連 づけ 4H

原水b粗か ら作業既の作用部分までのエネ

ルギーの流れの確三g 各部の協働 缶分

の川法的納轍化

15.的械隻脚の側部 ･銅盤 入門 lOH

かl御過陀例 としての 4サイクル内燃 降測

の升調軽 調号過Pj!例 としての水ノ)P.刑 色

剤鮭 制御湘隻o)ぷ裁(BMSR技術他)

.iI3071

3-2 削._YT･に.上るエ7.ルギーbMV)cJ)拙速

と巾断 (6)H

叫tliドライ桃 手 EinscheHvntro-

ckenKupp】ungの桝能 とIm芯 その附

けはず し袋m

+拙fi誹雌 :nJIP化L.?rDT丘のf.q成%i*;とし

てのLt-.舶 約の技術llYFl戊frir雅幽 6日

(例) 製品のJLあけ作Ro)(こめの合印

化 /J'法の発LEを 拙分利11のI二めの

ItlfJ一声的閉脚 人lIt/L邸の軒の叩

†LIW.tIIU.姓木時r川のaR少 lこよる労

助/l三柁Vr･の向 上

.,'｢.10li

･1. 的Li:u)I.q比史化に.iyJIJ(iLII芦的也P■Lu)(脂

ヰi的舶l戊 LIH

柁illFrir瓢雌 の分Fr 柵決 IIJfJW 1-の脱朋

迦bJ解りtiFio)挺′Jl'

.汁3tlH

教科 ESPそ の 2(教科誹柁 ･'Lll句 l二学 )

80 咋 収 JT J-2k 82咋 LJt'Ji;新 プ ラ ン

]f)咋tLZL̂:一二学 9咋ftl仏コ'_学 ElektroLechnik 9咋Tu気工学

I. 1L∠災コ二学のrFIEil絹m Lの広義 2H I. 相即 t研一(おけ るlLlk｣二～芦の課雌 1H I. r如く綿肺にわけ るlLL/̂｣:ウの誹Lu lH2. 相銭_1二苧Lnl鞘の 考案 .柳17..拙作 5H

エネルf'-の旭の形掛 こ対す 引 圧気エ ネ : !1.:47iと他の7t会yi地におけるlLLÎ二L:学の

)i,ギ-の利点他 TR気工学 におけ る餓ftZ 意義 lLl気工学.とその_T_菜私門の入門

技粥 と弱T7L技術 拓庄昭流lこよる帽気的 2. Tu気コ:学rrt)回純の設計 4H

坤の周四の予防袋田 組TTTて撫作糊的 Bil鮪の.汚繋 配線川 とLLd粕 プラン lfま銘 -

2. 検古nIJTt'技術入門 12H tは気コ:学的課雌の解決のiEaRl. 二]二苧W.)-(,約1/2m と安11号規)i: エネルギー

.:. TRĴ-i;学 における鹸作 とau'Li;の府JU.仙芸 例柾の.lB崩 と別作の肱礎 としてのーLI切舵 LJtm鮎.没とlJF川救1くでのJf三縄火敏1&M3. /L作におけ るlLLĴ検巾 とbllJ',ii' 8叶

yC. 検作法tFZによる自主的検轄 rE旅 .1ti . 線図 と回略 平 面図 昭lJ的予FJjmm と

圧接式 (平列 )州定袋股の焚酎 {)的扱い 安 全規.,E エネルギ-ut給施設 とLl/JH教

他 叱れ .昭EE.llUJ.机抗の規定のT= 壷でのfi三征'火換装粒

めの配線図による測定 回路の細江て他 ◆3. rE気工学的 一泊成婆演 (甑HP,)とE.7鞘の熊 3-1 1u気工学換摂o)損能 と安全性に閃す .

3. JJ如tLは納入rlll 28ft I.rlVと1j余についての剛 t- 3H る横h (8Tり

3-l ltt気 エネルギ-の/Ji純 とLJt扮 (loll) tlよ銭コ二学的偶成IB!*喜 蛙m ..没鮒の放師 段雌と四輪の欠WrJの発兄 瓜線図の作

発fu工機か ら的'L号音への氾気の流れ とその似F勾の探知 KTl臓平面図のー1;舵 成

光一tlJT_城 とl刈迎企澄 ltLl-FL!tZi泣tfE 4. TLl気二L苧W.]仙 戊,ig必 (愁山 )とk.]雌o)州 a-2 氾JTi<(コ二学的的城 とrr!]純の洲'J'E (5日)

爪繰技恥の払木摺紙 tJiZ火鮎 8H bllrliiの諜雌 和jt:(1′5rlJ)机iI抜mで

1Ll気工学的軌,iI技帖 とAlf''i;-泣けlo)ぷ我 のblljliI -)iiのfLl/札T_tjW.)P"J)蛸での繊
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;LZljitIWりJの/I-'.GT'/I.柁/∴iと家庭における

耶熱y{hFL他 グローfRと鵬圧けい光柏旭

3-3.三附交流と三m交流非州別モ-チ-

tlLIli)

二郎交流の発/l･:地 かCIP).tJ;如剛.I

き二.托】交流非1F'lWlモータ-のMiil･と

rF川他 かltFJミFq'F,L､他 かごIrJ.lh朔縄付

き三相交流非rlij仙モータ-の利点 と火

/∴iRGW 納抑 こおける鰭聯モーター

の封入にJ:るAt頑-化 と介Fが化 け巧切な

-T,妨何校 (LuJ輸 )也

4. 妙LL技約人rJl】 14H

TLL銘iiBILlrLL送の鵜人馬モPtI 代末的IJ的宅

部分の作川 畷榊 的川逝･ Lill鞘国 対昭

1女ILlの代Jllr仙川tiltlĴユニ学ll.)仙戊水分

の11J/.tt DDR ML屯維析死脈における朗

lLZ技縦の綿折的,Cf哉

l汁56H

知 糾Ii;技ifJの発b卓紹向 Li･愉 放た

8u'Jiz技挿)についての知合的謀雌

5. ffl糾氾瑞1学の応川鎖城

5-1 (.日経 i合のためのtd職の応川 (10H)

的紬昭坑二L学のtt:JH胡拭 叱出納肥料

I,Hj紙介のk.働 昭気工学的部(.H 哨

戒lJR糸)に.tるhli分k)l鞄

5-2 娘的回蛾 とその技IfjのLtfgI手への応川

(4)

IJih'1凶輪 生掛こおける技術的監視 ･

筋LFu･殺鵬

甘言蒜

10咋昭瑞工学

5-3 マイク｡エレクトロニクスの技術

と/Ji和の発:uJlへの膨坪 JIH

屯+工学の新穀階 としてのマイクロエ

レクトロニクス その利川

6. 蛾''山女的))貼川細城 21)H
6-1 発旭工場での叱気エネ't,ギーの純産

(4H)

発昭⊥助での叱気エネルギーの蛙座

三的交流化気の錐確

6-2 f也気エネルギーの発送澱鵬 (4H)

1指先エネルギーの辿R郎tZ送 金LWrl)国

際的iJi合政文 三相交流臥 Clシステ

ムでの満城のほ馴 hll鞘化)

6-3 tlHltエネルギーの的城 と澱鵬への転

換 (12日)

Jl三抑点と家雛での昭気エネルギーの応

川 昭子エネルギーの三納交拭非同朋

モーターへの転換 その拘縮化 と拙 作

その利M fは気王かt4'-の熱 と光への

鮎換 1LL気熱のJI:.作と家艇での技術的

刷川 1LL曳舶Iyl.削伯

+松介評朋

(】f)咋｢IJ:.純のrj軸化｣のbt公課雌で

尖舶) 4fl

計 28H

･1. 蛸棚昭iil工学のL訓 J鎖城

4-1 L網 鮒 のための軸路の応川 (叫

f紬 氾気工学の課題 と応用細城 枇tu

掛こよるll柑 伝送 継昭松をもった

UND･ODER (宿す枯!?) トラン

ジスターによるhil粕とIn如 ネガトT,

ンとしての トランジスター

412 niも掴 格とそのLk産と技術への応川

18H)

期舶BJ雌の応f71 鵜も柑 粘をもっt網

結合の回鞄 災梯回路を もつ光Lb噺

(.･)灼 ll､
JLr28H

10年妃気工学

5. マイクロエレク ト｡ニクスの生産と技ifj

への利川 6H

底娘的向路の利111可能性 稀IE熊倒回鞄

の利用 括皮災杓回路のマイク｡プロセ

ッサーへの利川

6. 強f珪技術の応ftl領地 22H

6-1 昭 如 ネルギーの眺紛 (9H)

独唱気の課雌 発現工助での三相交流

和気の生産T電気エネルギーの遥剛Zl

送 三相臥むシステムでの昭気技術損

鴨の何掩化

6-2 昭敷設鵬 照明殺鵬 (5H)

昭先払のLJ宛 と枝村での利川

ftiJ･技術糾明,役僻

6-3 †圧気モーター原動放列として三相交

流非同肋モーター(DAN) (8H)

DAMの相川

D̂ Mの回路化 DAM の利点と欠点

他のfu気 モーターの生産での利川

計 28H
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教 科 ESPそ の 3(技 術 経 済 的 他 面 の 教 科 課 程 の レ ー ル プ ラ ン )

68 iI: ヴ ラ ン 80 咋 攻 β一 案 82 1F 決 定 新 プ ラ ン

9irLiL会立並h:文のLL三鎌の兆礎 (金銅 一tti気の 91FI_潔 .仙薬 .i:3菜における科学技術i蛙少●. 9年工芙tR茶菓Bt業における生産の維申 ◆●●

み)● I. 揃故国は錐晒)Jの軒泉 としての科学技WJ 1. 枝折的要繭 としての生産gの低下 各 lH2. I菓lこおける!l三建碑のurF I9H他 .1H

1. 企業の牲pTi課雌 LIH iLE少 2H

国民柁折におけるiTt柴の課税 と鵬?)_ よI)稲紫な弦搾U.:脚火tBf凶 としての科学

允某プランと国民群杭 プラン 企.Ytブ 柁itj北砂 コンビナー トとft学技手fi進捗

ラン コレクチーフ射的のLatL可.協ノ) の子守及

捌掠 2. よJ)多 くLtりよいIlミ捕物のための尉f1資

2. 汗tJ.エネルギ-it折 4H H エネルギーの絶叫的利川 4H 姥産企菜での資材の能率的利用 エネル

A,.菜のfHイ班川 企業のエネルギ一班 lJ三yl.:過円の兆鍵としての糊料 .rZ朋 砧 ギーの能率的利用 能率的技術学 と企兼

川 即F過相の鵜顔 としてのエネルギ- .原料 の生産地払3. fl如エネルギ-の枝折的な班紫苑

3. /I.',声T地 相の立野牧耶 6日 ･汗H エオ't,ギーの節約への勤労者の

三L坐段肺 とlJim⊥掛 こよる企濫(lミ排出以 テIT;.glV)

の編成概観 JJ王座工程の柑dfT,,fu 3. ユニ兼 .姐範 菜 .出来における科学 と技術 蛙9他 3

LI. 純作過柁o)合冊化 10H の効架の向上 14H 紫朗軽坊的槌車乗 エネルギー軽粥的

企菜介糾化粒念の!li点 り-:碓穎蛇 におり 3-1 二上玉におけるt.1学技 鵬進捗 (LI‖ 姐中英

る缶卿化の企業gLL刑例 告別化桝田につ 国Lu壬折におけるコ二某の課朗 4. 土地の統率的利用 農 9H他 3H

いての企菜の独自削 r u.会ii三引内fi叩 I菜における43排他 al上の主要方術 陀串的土地利J71 偽薬技術の絶串的利fI】針16H

化への勤労者のfi托と也同 ■ 3-2 地車菜におけるf1学技術進捗 (4H

5. 社会正義描抗 システムのプ三Bilこ取する佃 物部 巾技術rr.)鵜礎の執心 と住宅iB殺

-n動労 符のLJ.朽 6H の軒のiB繁男のm血 よりよくより

/J=,醍手際所7]-者としての勤労者の企某と Lji盛的lE姐忍する抑 D:の俺力

の托会.主弟rrL)側怯 ｢私人は椎 .JurこLt;じ 3-3 山菜におけるf:T字的技術進歩 (JIH

て ｣とい うu会-七歳tr.Jtl.iLlt.の',JfJli ーl川l Lt村 と郎81のLliP7号者 としての比菜の点

的刺激 と耗抑 {)テコの非助 血晃におけ 銘 柄物性畔の向上と土地利川の不断

ろ常 .労組 .EDJTrの枚'.W .汁3uH のt.'IL1-. '#RiJji確の向｣:と飼料の缶W.rr.jf州1 山菜Lji打若鮎bJ]糾合 と社会主義山男の叫一也■予脚叫(tu (2HL汁2OH

●Ft祉/1榔 労肋 との出那加で,金LJl,1LL軌 iJl ''コ二某,iB穀.Et兼の私鉄Ilウ教材の兆血農務 … 工菜.LB車.良男の島脚 つの頂点rrU擁斜殻習

激 fLtESPそ の 4 教 科 課 程 /J:疎 の 自動 化 の レー ル プ ラ ン

flo ll' 収 .汀 雅 82 咋 映 ''日 柄 1 ラ

4H

自軸化の利払 1ttの彫幣 制gT)の&'洲 にLtるJ二田 制御システム

2. /J･.座過F'u自動 化の rlfl控 としての.汁的 ･朋並抜けj 411

I乃軸のアウトプットの方状 と･J･.fq tJll糾利川の:I.･殴

3. 日劫?.Ĵ制御 6日

血IQlのrl仙制恥 他の朗工作のfl朔aJJal)

LI. ln･杓の白州制抑 10ll

4-1 デ ィジタル制御のF,(瑚 (2日)

トラフイ'クアンプル Vf･rkchrSamPela･lJ軌

_/I:Opt;･のrj軸化 (9 lo咋 )

9咋

I. /l三脚 こおけるアナt)グ(即 位的 )判伽 6H

制御即 何とアナt)グ即 舟的制御のZt欄 3)るBWL,の!削tのための

プF)グラム Tク1･ブ 7トプランの作成

2. 眺mlこおけ るデ ィジタル (計歎形 )制恥 8H

デ ィジタル制御の特fI デ ィジタルIafJLの3JtBと説み とり

比較粕 VcrgLeicllCrによるディジタル倍号の加工処Pu

lo咋

3. 糾IrJと過U.の自軸制御 14H

3-1 オ-プン(Ptl)自軸制御 Stt･t)eruHg (6H)
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4-2 Lr.f′l欄の1･:Jl,MfjJ･I.1rJ次I,Mrl)の制mT (2H)

放射のカムq.11机I

LI-3 ⊥l′l約のy(肌制軌 (6日)
デ 1ジタルfl写印o)アウトプット ディジタル伯軸の組合 ∂d特

利川

5.rl軸化/l三縄過Pi.のlJ･1.伸行の托拓 2LI

柁ifJ((.Jiblf'ETにおけるrl劫仏経tllIの似合tf)州Ldn;川 E)朔化姓純の

変化しJこ労軌灸Jl:･-)1馳曲目-

*独合評雌 6H●(1H)

(I-LlはItl'xt:1二半の?iJng¢雌211をたみ､といこ'Ji鮎)

/暮IJ777からの技肘 (Ljll･絹の解決 Full-starldssteuerurLgの払汁と

')i験

F制御の介PIHと課雌のIu'j七･FLh臓)のためのTl即日的解決パリエーレ

ヨノの作IJq 和乍状パリ.T･-ションの.坪肺及びJE之適バリエーションの

選択 F制御0)光際化と淑験

n28Jl

f●鯛 糾机のItlTILZuとしての.了川j オープン制御の摘出と†'IIll

オープン制御の広川畝的(アナログ ･ディジタル網恥 )

3~2 クl'~A-ド(桝 )自軸制御の形儀としての胡盤 IIcgeluHg(81i)

調整の捕冶と作川床;用d̂l城としての配収調節

4.工rl.:Mの歎肘的抑 12H

4-1 射流制卸工作粒の飽き (6fl)

は統約1作職か ら欺統制抑工作約へ 数値制御工作機の働き

412 歎肘的御工作機の利川への捌 き (6H)

プログラム図の作成 プログラムアウトプットプランの作成

5.和合的El榔 ヒによるJJ油 紙率の向上 2Ii

教 科 製 図 の レ - ノレ プ ラ ン

68 叩 プ ラ ン 80: p叩 察 82 咋 新 プ ラ ン

7咋 1. .卵内人FlFj 4fl 1. 人FFIJ 2H i.,割阿入門 2H

2. 様々の製図の開法での,続開 スケッチ 2.p対象のスケッチ難問による形状図示 2. 技術対象形状の詔崩 と図示法 10H

割印 8ll 流用に.tる形状iLu劫 10H (投影法など)

3. プリズム1人の軸が.や技itLi別製の成朗 3. 寸法の火 水の流関と記入法 8H 3. 読図と寸法の記入 811

スケソチ 処閃 6日 4. プリズム状 と川筒状の貼本形班 髄分 4. プリズム状 .円筒状 .並木形状 一掬分

･1. 日絹代とプリズム状の%',.I,と技術刈'11 形状の対袋の.子息阿 ースケッチと割図 形状の対敦の読図図法 10H言十3nHの.綻岡 スケソチ 列榊 8H5. 拡大図 .縦Jく関での技術対淡の剰閉 llH計.3OH louaF-3DH

8咋 6. 噺lTlf関の紺 :jQ スケッチ を斐川 ■10fI 5. 斬iELl例 の説岡 スケッチ 劉阿 8H 5. 新曲国の読図作城 8Hp

7. ねじ山(ボルト)とねじつぎ(ナツり 6. 隅5'i/Jねじ戦国の読図 スケッチ 断面図による見えない内払形状の図示

の孟L!r}L関の丘,ti図 スケッチ 難関 . 刈田とねじ継ぎの図面 12H 6. 柄易ねじ取回の読図 .作成.図ホ 12H

■10fJ 7. .jR戯緒ノ)の村会的応川 2H 7､J和合課燭 (技術対象の製図) 2H

8. 術切な糾止.閑のui,'i図 10H 8. .鞭liH司の故国と姐邪濃の対象の7-Rケッチ 別図 8H 8. 如 図の読図と甲熟対象物の図示 8H二一訂盲訂i;汁30日 .Jiー30H
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プ ラ ン /仁 従 の 生 唾 労 働

68 1f:. プ ラ ン 83 咋 弼 プ ラ ン

7咋 托公 一.'.崩_1._Yt.Ij'l双f7,.紫でのノI:.班/I,'.T3T蔓'113助 托余二一三歳rl二Tt.i"i澄位選での/上紙lti紹労助

1. 手および仰bjfL的城によるHflJRLL J:72H 出40H 1. 材料lvlL11 16lIH 盟4OH

せん断 申 ぐf】 もみ下げ ねじblJb やす りかけ の こび さSagen せん断 やす bかけ 仙げのは し

rFllげのはしRichtやn 孤;3'ii:鮫だ Lf]ぐり もみ下げ ねじ切 り(i.) 寸法検査(ノギス)

3. 故実J如7iにおける95助 出32日 非寸法検査

仇物′l.:I,1Ti '永Gt′I:,V7T: 2. 師易IL糾iLL 保守作果 工60H 鎖40H2-1 旅切削北作男

8fF I.T..わLtぴ榊切fL.摂城に止る村村加yl二 王20H

(7咋1のつづ き) 2-3 怖易撫守作菜

2. 櫛以な約.g_てり:上作某 1二52H .投40fl 3. 段農Il:虎での作業 位40H

上Ft!.プラン り tttqH存 各軸の糾TL 畔僻 工ft. 3-1 柄物生産

ジグ.帥助泊itのJーq拙い,-T..入れ 杓的凝鵬のlT-.入れ .門P1! 3-2 rll芸/yk頗

栂掘出糸沸,V.の収付一斉fけ√ 小卿 や_73 化ヒ作Yf 仰毅 一 3-3 家古牲雌

托作 .分節 .ふT.円門即.押紙 '労働伽逝 .安全規,iiLの遵守 4. 仰易桝械作業 I(厄高20H)

3. Jl護菜/I:.SRにわける.ljl働 駁32H (2の作業時flutこ糾みこtp)

(7叩3のつ.,3き) (避択換地例)ーblJ別物械 旋叙 フライス銘仙･(持合)横紙 点溶接機 L抵抗プレス削変換･昭作JNLE機械 水托プレス 関心プレス

9叩lOー1=_分化例 金川肌に濃.昭JAt:澄LT?_紫での′1;経のJlミ6㍍労鹸● 金川加.̀t二男.ftL銘 .rLL手工濃企業での!Li徒のIJ!座労的仲

1. 1つ もしくは他のーLL'f:駒の取扱い監鮎 .nT(.'Ji 金60H ll之30H I. 作濃納蛾1 金60H ftL30H

(選択純増作男例) 雄何 フライス船 形刑 b鮮 i-1 切桝摂城の収付 収扱い監視 手入れ

[)r別解 (選択創 成例) 施鮮 フライス盤 形削 り盤

2a.帆 :Jz作XiJf.'jの搬川.松竹tTJ糾1'I.作業の'Ji地 銀90H I-2 鞄Fl.JJHコ二,接分機械作選

(過州 1;業例) 榔 M .).昭負渦 脚 lu.空Tt.水LI慈氏や設 (逃lJく開城例) 外用 プレス的 な らい托延機profilwalzma-

鵬の剛比で 様々のH科の馴 ']伽守 的脚 牌成部kI11のー保 schln 也抗ブレス溶接杓他

守の搬rl.] 殻節 .他殺の操守.の協ト'] 輸送杓の拙守の胞 ト3 日殉二一二作絶域 ..馴 轟の取扱 .監糾 .拙守 ..T.入れの魅ノJ

rill 2. 作某紙城2 金78H ーほ108H

2b.松神fL昭気機械,lli気Ri!緑Jtqり作弟のLk鮎 もしくは,製必梯郎 2-1 付紐な細TT_作其の実施

枠Hの糾1lr_.分脈作業の'R鮎 昭120H 昭気機械学的 .昭気学的 .相子工学的部品法政

(逃州 'F;梁例) ttZ朝練のll;ト 脚 j I"l約と配線 的械 ユニ ットの糾;i

･lLLJi<(.ーLl+秤.～,Il破折亡の糾 ＼'L:.枚/い 監鮎 2-2 拙守作男の実地

3. 年S殊d:農一1Jl助t7)LJ;地 金Ll2H 叱42ト1 l帥暮!1,y}'的伴守

lと2の作男的城端成化のための作澄切桝退わく 3. 作捌 城3 豊8366三3-1 品円筒脚 業のLR地 軸品受取官用 資材管理恥出 納 竹越 /細 発送哲BB3-2 在郷作男(選択作文課雌) 垂舶7l受収作業 払～古'糾 作選取.rTtJl.]lき推 し作男

事68咋指節でdf.bi.経Uj(い 組第 .13注濃に/JJ化,76畔 までに他をJJHえ 叫 金成 .fti気 .昭子 .iB繁 .投票に分化.現在新 プランは金属 .砥

レールプラン群料:68咋プラノは.LchrplanfdrdenpolyteclmischenUnterichtKla8Sen7bi810.B8rlirL1973.

80叩W,ヒ矧 ま･LehrplanefurdieF呂CherESP.undTZ.in.Polytechni8CheBildungund J如 iehung(PB.)

1980/819.S.293fl.82咋ulrlとプラン(fCSP/TZ)u,PB.1982/2･3,S.75fl(7･8咋).1983/6.S,205fT(9･lo咋)

'l:J)相 的Wrプランは.1983/2･3.S.75ff(7･8咋),I.･1.S.69ff(9･10咋).参臥
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